
「中体連の各大会が中止となった場合の代表校選出方法について」 

北海道中体連バスケットボール専門委員会 

 

※１  各地区・各管内大会が中止となり、全道大会が開催される場合は、 

各地区・各管内で地区・管内代表校の選出方法を事前に決めておく。 

※選出方法については、各地区・各管内によるものとする。 

例）過去新人大会や協会主催大会の結果から 

 

※２  全道大会が中止となり、全国大会が開催される場合は、 

前年度開催の「北海道中学校新人南北大会」優勝校の管内を北海道代表校とする。 

※北大会：男子優勝校管内（2023北見）、女子優勝校管内（2023帯広）  

南大会：男子優勝校管内（2023札幌）、女子優勝校管内（2023札幌） 

※上記大会優勝校の管内大会が開催され、上記大会優勝校が敗退した場合は、上記大会優勝 

校の管内代表が北海道代表校となる。 

※上記大会優勝校の管内大会が中止となった場合は、上記大会優勝校が北海道代表校となる。 

※なお、北海道第１代表、第２代表はくじによる責任抽選とする。 

 

【中体連各種大会の開催可否におけるパターン】 

①地区･管内大会開催○、全道開催○、全国開催○ or × 

・・・全道大会まで通常どおりなので特に問題なし 

 

②地区･管内大会開催△×、全道開催○、全国開催○ or × 

・・・地区･管内によっては開催の状況が異なり、全道大会が開催される場合 

     中止になった各地区・各管内で管内代表校選出方法を事前に決定しておく必要あり（※１）。 

 

③地区･管内大会開催○、全道開催×、全国開催○ 

・・・全道大会だけが開催されない場合 

     全国大会出場校選出方法を事前に決定しておく必要あり（※２）。 

 

④地区･管内大会開催△×、全道開催×、全国開催○ 

・・・地区・管内によっては開催の状況が異なり、全道大会も中止の場合 

   上記③のパターンと同条件となる（※２）。 

   ただし、地区・管内・全道大会に参加できずに、北海道代表校となるケースが発生する。 

 

 ⑤全道大会が開催期間中に中止となった場合 

・・・大会１日目は競技を行ったが、２日目に中止とせざるを得なくなった場合 

   初日 1回戦には提案２で示した管内代表校は入らないので、提案２を採用する。 

・・・大会 2日目は競技を行ったが、最終日は中止とせざるを得なくなった場合 

ベスト４に勝ち残っているチームで抽選を行う（第 1・第 2代表のくじ）。 


